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機械器具 58 整形用機械器具 

管理医療機器  歯列矯正用チューブ JMDN コード：31759000 

マルチチューブ 
 

【禁忌・禁止】 

1．ニッケル及びクロムに対し、発疹、皮膚炎等の過敏症の既往歴 

のある患者には使用しないこと。 

 2. 再使用禁止。 

 

【形状・構造及び原理等】 

 1．形状 

 本品はロスタイプ、MBT タイプ、OSSTEMタイプの 3種類か 

らなり、キャップの有無によりコンバーチブルタイプ、ノンコンバ 

ーチブルタイプがある。 

 形状、構造は下記のとおり。 

 代表例： #6 上顎/下顎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．原材料 

 ステンレス鋼 

 

 3．原理 

 本品はステンレススチール製の歯列矯正用チューブであり、歯科用

接着材により歯面に接着された後、スロットに挿入された矯正用ワ

イヤにより、矯正力を付与することで歯を所定方向に移動させる。 

 

【使用目的又は効果】 

歯列矯正用ワイヤなどをはめ込み、歯の正しい配列状態の確保に用 

いる。 

 

【使用方法等】 

 [矯正前] 

 1. 矯正用途に応じて患者の歯に適した本品を選択する。 

 2. 歯科用接着材(以降、接着材という)、矯正用ワイヤ等(以降、ワイ

ヤ等という) の関連器具を準備する。 

 3. 本品の部位、方向、角度、位置を確認し、歯面に位置決めを行う。 

 

 [矯正治療] 

 1. 使用する接着材の使用書に従って、歯面の清掃ならびに前処理を

行う。 

 2. ベース部に汚れの付着等がないか確認し、歯面に接着させる。 

 3. 接着材の十分な硬化後、ワイヤ等の矯正用器具の装着を行う。 

 

 ＜キャップの取り外し＞ 

リムービングプライヤ等を用いてキャップ部を取り外し、注意して口

腔外へ取り出す。 

 

[矯正後] 

1. 歯列矯正治療後、ワイヤ等の関連器具を除去する。 

2. ディボンディング用のインスツルメントを使用し、歯牙から本品を

取り除く。歯面に付着した残留接着材はバーなどを用いて低速で除

去する。 

 

 

 [使用方法に関連する使用上の注意] 

 1. キャップの取り外しの際は、落とさないよう注意して口腔外へ取

り出すこと。 

 2. 油脂などにより、適切な接着力が得られなくなるので、ボンディ

ングベースを直接手で触らないこと。 

 

【使用上の注意】 

 1) 重要な基本的注意 

  1．本品に含まれるニッケル、クロム等によりアレルギー反応が生

じた場合、直ちに使用を中止し、医師の診察を受けさせること。 

  2. 口腔内での脱落は、誤飲、誤嚥につながる可能性があるため、

取扱には最新の注意を払うこと。 

  3. 施術中に脱落や変形が生じた場合は、使用を中止し新しいもの

と交換すること。 

 4. スロットに接着材が付着しないよう注意すること。ワイヤー装

着の妨げになる恐れあり。 

 

2) 使用上の注意 

  1．本品は再使用しないこと。 

 2．歯科用接着材を使用する際は、各製品の使用書に従うこと。 

  3．接着材の多量の適用は避けること。 

   
【保管方法及び有効期間等】 

［保管方法］ 

高温多湿、直射日光及び水濡れを避け、常温で保管する。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：株式会社歯愛メディカル 

住所：石川県能美市福島町に 152番地 

 

製造業者：OSSTEM ORTHODONTICS Inc. 

          (オステム オーソドンティックス社) 

製造国： 大韓民国 
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